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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
金
山
町
は
今
日
も
晴
れ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
３
５
６
Ｐ

【
作
者
名
】

　
五
円
玉

【
あ
ら
す
じ
】

　
秋
の
短
編
祭
り
第
四
弾
！
！
　
と
あ
る
田
舎
の
港
町
、
金
山
町
。
そ
こ
に
住

む
越
谷
創
太
と
、
祭
り
の
海
神
役
と
な
っ
た
望
月
里
緒
の
、
普
通
だ
け
ど
普
通

で
は
な
い
青
春
ス
ト
ー
リ
ー
。
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（
前
書
き
）

秋
の
短
編
祭
り
第
四
弾
！
！

今
回
は
青
春
ス
ト
ー
リ
ー
！
！

で
は
早
速
ど
う
ぞ
！
！
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金
山
町
…
…

人
口
約
１
８
０
０
人
の
小
さ
な
町
。

も
は
や
村
。

町
は
北
東
西
を
山
に
囲
ま
れ
、
南
に
は
海
。

過
疎
化
が
進
み
、
老
人
が
多
い
。

の
ん
び
り
と
し
た
町
。

主
な
産
業
は
漁
。

町
の
男
の
半
数
は
漁
師
だ
。

町
の
港
に
は
い
つ
も
漁
船
が
停
泊
し
て
い
る
。

い
つ
も
朝
早
く
に
出
航
し
、
夕
方
ご
ろ
に
帰
っ
て
く
る
。

…
…
そ
し
て
、
こ
の
小
さ
な
田
舎
港
町
に
は
、
か
な
り
の
昔
か
ら
伝
わ
る
、
あ

る
儀
式
が
あ
る
。

毎
年
、
春
の
始
め
に
行
わ
れ
る
儀
式
。
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漁
の
大
漁
を
願
う
“
海
神
の
身
投
げ
”
。

大
漁
祈
願
の
た
め
、
町
の
海
神
の
役
を
負
っ
た
女
が
、
魚
の
神
の
い
け
に
え
と

な
る
事
で
漁
が
安
定
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
町
の
代
表
の
女
が
、
ま
だ
肌
寒
い
春
の
海
に
飛
び
込
む
の
だ
。

魚
の
神
の
い
け
に
え
と
し
て
。

昔
は
、
そ
の
女
は
飛
び
込
ん
だ
ま
ま
、
ガ
チ
で
い
け
に
え
と
し
て
そ
の
ま
ま
海

の
底
に
沈
ん
だ
ら
し
い
が
…
…

今
は
殺
人
だ
の
何
だ
の
に
な
る
か
ら
、
海
神
が
飛
び
込
ん
だ
ら
儀
式
は
終
了
に

し
、
町
の
漁
師
達
が
直
ぐ
さ
ま
漁
船
で
救
助
へ
向
か
う
。

そ
ん
な
、
お
か
し
な
伝
統
の
残
る
金
山
町
。

そ
ん
な
町
で
、
俺
と
ア
イ
ツ
は
育
っ
た
。
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「
コ
ラ
創
太
！
！
　
も
う
漁
の
時
間
だ
ぞ
、
起
き
ろ
！
！
」

「
ん
…
…
ぅ
…
…
」

午
前
５
時
。

自
宅
の
自
室
。

「
早
く
し
ろ
馬
鹿
、
さ
っ
さ
と
起
き
る
！
！
」

「
う
…
…
眠
い
…
…
」

俺
、
越
谷
 

創
太
。

１
８
歳
。

高
３
。

俺
は
今
、
親
父
に
起
こ
さ
れ
て
い
る
所
。

「
ほ
ら
、
さ
っ
さ
と
着
替
え
ろ
！
！
」

「
…
…
…
…
（
ぼ
ー
っ
）
」

ウ
チ
は
漁
師
の
家
庭
。

親
父
は
漁
師

お
袋
は
近
所
の
ス
ー
パ
ー
の
パ
ー
ト
。

現
在
高
３
。

進
路
で
苦
悶
す
る
歳
。
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俺
は
大
学
進
学
は
メ
ン
ド
イ
っ
て
理
由
で
就
職
希
望
。

と
り
あ
え
ず
は
、
１
番
身
近
な
漁
師
を
目
指
す
。

…
…
あ
、
決
し
て
家
を
継
ご
う
っ
て
訳
じ
ゃ
な
く
て
。

就
職
先
考
え
る
の
メ
ン
ド
か
っ
た
か
ら
、
進
路
調
査
用
紙
に
テ
キ
ト
ー
に
漁
師

っ
て
書
い
ち
ゃ
っ
た
の
だ
。

そ
し
た
ら
そ
れ
を
見
た
両
親
が
ね
、

「
じ
ゃ
あ
今
か
ら
漁
に
連
れ
て
行
っ
て
や
る
」

と
、
言
っ
た
の
が
先
月
の
始
め
。

そ
れ
か
ら
毎
日
、
俺
は
学
校
へ
行
く
前
の
貴
重
な
朝
を
、
親
父
と
共
に
漁
に
費

や
し
て
い
る
の
だ
。

正
直
後
悔
し
て
る
。

朝
早
す
ぎ
。
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「
う
ぅ
…
…
眠
い
」

午
前
８
時
。

俺
は
海
か
ら
帰
還
。

揺
れ
る
漁
船
の
上
で
定
置
網
漁
を
し
ま
し
た
。

網
を
引
っ
張
っ
て
は
戻
し
、
縄
を
巻
い
て
は
緩
め
。

結
構
し
ん
ど
い
。

「
は
ぁ
…
…
」

多
分
今
俺
、
磯
臭
い
よ
。

で
、
今
は
学
校
へ
登
校
中
。

金
山
町
唯
一
の
高
校
、
金
山
高
校
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
ま
ん
ま
。

こ
の
町
に
高
校
生
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

現
に
金
山
高
校
も
廃
校
が
決
ま
っ
て
お
り
、
今
は
１
年
も
２
年
も
い
な
い
。

俺
ら
今
の
高
校
３
年
生
が
、
最
後
の
卒
業
生
と
な
る
の
だ
。

「
え
ー
っ
と
、
確
か
今
日
は
数
学
と
…
…
」
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俺
は
歩
き
な
が
ら
今
日
の
科
目
を
思
い
出
し
中
。

理
数
科
は
苦
手
だ
。

「
あ
と
は
体
育
と
…
…
」

そ
の
時
、
俺
の
視
界
に
あ
る
女
子
が
入
っ
て
来
た
。

す
ぐ
そ
こ
の
曲
が
り
角
か
ら
登
場
し
、
１
人
無
言
で
学
校
に
む
か
い
歩
い
て
い

る
。

「
…
…
…
…
」

ア
イ
ツ
は
俺
の
知
り
合
い
。

名
前
は
望
月
 

里
緒
。

同
じ
く
高
３
。

家
は
金
山
岳
の
山
頂
付
近
に
あ
る
神
社
。

あ
、
金
山
岳
っ
て
の
は
、
町
の
西
に
あ
る
小
さ
な
岳
の
事
。

「
お
っ
す
！
！
」

俺
は
小
走
り
で
彼
女
に
近
付
き
、
軽
く
挨
拶
。

「
…
…
…
…
」
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は
い
、
シ
カ
ト
頂
き
ま
し
た
。

「
シ
カ
ト
か
よ
…
…
つ
れ
ね
ぇ
な
ぁ
」

「
…
…
う
っ
さ
い
」

結
構
な
冷
め
た
態
度
。

コ
イ
ツ
は
昔
か
ら
そ
う
だ
。

「
う
っ
さ
い
て
…
…
わ
ー
っ
た
よ
、
じ
ゃ
あ
も
う
構
わ
ね
ぇ
」

「
…
…
…
…
」

里
緒
と
は
昔
か
ら
の
腐
れ
縁
。

小
学
中
学
と
一
緒
。

ま
ぁ
、
金
山
育
ち
の
奴
ら
と
は
み
ん
な
そ
う
だ
が
。

「
な
ぁ
里
緒
」

「
…
…
今
、
も
う
構
わ
な
い
っ
て
言
わ
な
か
っ
た
？
」

里
緒
の
鋭
い
視
線
。

し
か
し
俺
は
そ
れ
を
無
視
。

「
お
前
、
そ
ろ
そ
ろ
だ
な
…
…
」

「
…
…
…
…
」

そ
ろ
そ
ろ
。
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そ
の
言
葉
は
、
彼
女
に
と
っ
て
と
て
も
重
い
。

春
の
初
め
、
金
山
町
の
伝
統

海
神
の
身
投
げ
。

「
あ
～
、
そ
う
い
や
も
う
す
ぐ
、
春
の
祭
だ
な
」

そ
の
日
の
学
校
の
休
み
時
間
。

俺
は
友
達
の
仲
崎
と
談
話
中
。

「
そ
う
だ
な
…
…
仲
崎
、
お
前
祭
行
く
の
？
」

祭
に
は
毎
年
、
沢
山
の
出
店
が
で
る
。

田
舎
町
金
山
の
、
唯
一
の
超
巨
大
祭
だ
。

「
俺
は
そ
の
日
は
部
活
だ
。
…
…
創
太
は
行
く
ん
だ
ろ
？
」

「
俺
は
…
…
」
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ど
う
し
よ
う
か
な
？

ち
な
み
に
開
催
場
所
は
金
山
岳
の
ふ
も
と
。

「
あ
、
そ
う
い
や
創
太
！
」

「
あ
？
」

突
然
ハ
キ
ハ
キ
し
だ
し
た
仲
崎
。

「
今
年
か
ら
、
海
神
の
役
が
望
月
さ
ん
に
な
る
ん
だ
っ
て
？
」

「
あ
、
あ
あ
」

金
山
春
の
祭
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
海
神
の
身
投
げ
。

去
年
ま
で
は
望
月
百
合
子
と
い
う
人
物
が
海
神
の
役
を
承
け
て
い
た
。

そ
し
て
今
年
か
ら
は
、
彼
女
の
娘
で
あ
る
望
月
里
緒
が
海
神
と
な
っ
て
身
投
げ

を
す
る
の
だ
。

「
凄
い
よ
な
ぁ
～
、
高
さ
１
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
崖
か
ら
飛
び
降
り
る
ん
だ
ろ

？
」

「
ら
し
い
な
」

「
俺
は
絶
対
無
理
だ
な
」

「
は
い
は
い
」



12

俺
は
仲
崎
と
の
会
話
を
そ
こ
そ
こ
に
、
何
と
な
く
教
室
中
を
見
渡
し
た
。

…
…
教
室
の
窓
側
、
１
番
前
の
席
。

里
緒
は
、
仲
間
と
共
に
楽
し
そ
う
に
雑
談
し
て
い
た
。

「
あ
！
」

「
…
…
…
…
」

放
課
後
。

下
校
し
よ
う
と
し
て
い
た
俺
は
、
偶
然
に
も
下
駄
箱
に
て
里
緒
と
遭
遇
。

「
よ
ぉ
、
今
帰
り
？
」

「
…
…
ま
ぁ
」

相
変
わ
ら
ず
素
っ
気
な
い
返
事
だ
な
。

「
…
…
お
し
、
じ
ゃ
あ
今
か
ら
一
緒
に
帰
ろ
う
ぜ
！
！
」
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「
…
…
は
？
」

何
故
か
困
惑
気
味
の
里
緒
。

「
は
？
　
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
。
一
緒
に
帰
る
ぞ
」

「
…
…
…
…
」

は
い
決
定
。

「
…
…
な
ぁ
里
緒
」

「
…
…
何
？
」

夕
日
が
眩
し
い
海
沿
い
の
道
。

現
在
俺
と
里
緒
は
下
校
中
。

「
お
前
さ
ぁ
、
そ
の
…
…
怖
く
は
な
い
わ
け
？
」

「
…
…
何
が
？
」
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ザ
ザ
ァ
～
ン
…
…

…
…
波
打
ち
の
音
が
、
辺
り
一
面
に
響
く
。

「
何
が
っ
て
…
…
そ
の
、
海
神
の
…
…
身
投
げ
」

「
…
…
…
…
」

そ
の
時
、
里
緒
は
ハ
ァ
と
た
め
息
を
つ
い
た
。

「
…
…
別
に
」

そ
の
声
は
、
い
つ
も
の
里
緒
の
声
だ
っ
た
。

「
本
当
か
？
　
確
か
あ
の
崖
、
１
０
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
ぞ
？
」

俺
は
去
年
の
身
投
げ
を
思
い
出
す
。

里
緒
の
母
親
が
身
投
げ
し
た
、
海
神
の
崖
。

か
な
り
ご
つ
ご
つ
と
し
た
、
荒
い
崖
。

「
…
…
だ
か
ら
怖
く
は
な
い
。
望
月
家
の
女
性
は
み
ん
な
嫌
で
も
海
神
に
な
る

ん
だ
か
ら
」

…
…
俺
は
、
里
緒
の
顔
を
覗
い
た
。
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本
当
に
、
い
つ
も
の
ツ
ン
と
し
た
顔
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
。

４
月
半
ば
。

金
山
海
祭
り
。

今
日
が
例
の
祭
り
の
日
だ
。

「
い
い
か
、
海
神
が
身
投
げ
す
る
の
は
こ
の
崖
だ
」

祭
り
の
事
務
所
。

俺
や
親
父
を
含
め
た
金
山
町
の
漁
師
た
ち
は
、
そ
の
事
務
所
に
集
ま
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
事
務
所
の
机
に
は
金
山
町
の
地
図
。

「
佐
藤
さ
ん
と
名
張
さ
ん
は
崖
の
西
、
萩
原
さ
ん
と
最
上
さ
ん
は
東
、
越
谷
さ

ん
と
北
村
さ
ん
は
北
で
船
を
ス
タ
ン
バ
イ
さ
せ
と
い
て
く
れ
」
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祭
り
の
会
長
が
、
地
図
を
指
差
し
な
が
ら
皆
に
役
割
を
与
え
る
。

…
…
今
、
祭
り
の
午
後
か
ら
行
わ
れ
る
海
神
の
身
投
げ
の
事
に
つ
い
て
会
議
中
。

「
で
は
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
」

会
長
は
に
こ
や
か
な
笑
顔
。

…
…
そ
う
、
今
、
身
投
げ
後
の
里
緒
の
救
出
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
確
認
し

て
い
た
の
だ
。

「
海
神
が
水
面
に
到
達
し
た
ら
、
直
ぐ
に
救
助
へ
向
か
う
ん
だ
。
決
し
て
見
失

う
な
よ
」

…
…
今
回
、
俺
は
親
父
と
共
に
救
出
部
隊
と
し
て
祭
り
に
参
加
。

つ
ー
か
、
さ
っ
き
そ
の
事
を
知
り
ま
し
た
、
俺
。

「
よ
し
創
太
、
そ
ろ
そ
ろ
漁
船
に
乗
り
込
ん
で
、
ポ
イ
ン
ト
ま
で
向
か
う
ぞ
」
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賑
や
か
な
出
店
の
通
り
。

大
勢
の
人
。

俺
は
親
父
と
共
に
人
の
波
を
避
け
つ
つ
、
港
へ
。

「
今
年
か
ら
は
百
合
子
さ
ん
の
娘
さ
ん
が
海
神
な
ん
だ
っ
て
な
」

「
…
…
あ
あ
」

正
直
、
な
ん
か
不
安
。

だ
っ
て
あ
の
里
緒
が
海
神
。

ま
だ
小
学
生
に
上
が
る
前
か
ら
の
知
り
合
い
で
、

い
つ
も
一
緒
に
遊
ん
で
き
た
。

ク
ー
ル
で
、
素
っ
気
な
く
て
、
物
静
か
な
里
緒
。

い
つ
も
ア
イ
ツ
は
強
が
る
。

不
安
な
時
も
、
心
細
い
時
も
、
顔
色
一
つ
変
え
ず
に
平
静
を
装
う
の
だ
。

そ
う
、
意
外
と
意
地
っ
張
り
で
強
が
り
。

幼
い
時
か
ら
一
緒
の
俺
に
は
分
か
る
。
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ア
イ
ツ
、
本
当
は
…
…

「
よ
ー
し
、
到
着
！
」

俺
は
親
父
の
船
に
揺
ら
れ
、
例
の
ス
タ
ン
バ
イ
ポ
イ
ン
ト
に
到
着
。

目
前
に
は
、
海
神
が
身
投
げ
を
す
る
高
い
崖
。

こ
こ
な
ら
、
直
ぐ
に
救
出
へ
向
か
え
る
。

「
ま
だ
身
投
げ
ま
で
少
し
時
間
が
あ
る
な
…
…
」

ザ
ザ
ァ
～
ン
…
…

今
日
の
波
は
穏
や
か
。

空
は
快
晴
。
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水
面
に
は
太
陽
の
光
の
反
射
が
見
ら
れ
る
。

昔
の
時
代
の
海
神
は
、
誰
に
も
救
出
さ
れ
ず
、
本
当
の
い
け
に
え
と
し
て
、
こ

の
海
に
沈
ん
で
い
っ
た
。

今
思
う
と
、
恐
ろ
し
い
話
だ
。

ピ
ィ
～
～
～
！
！

「
…
…
お
」

海
面
に
響
く
、
笛
の
音
。

身
投
げ
の
儀
式
の
、
開
始
の
合
図
。
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海
神
の
身
投
げ
に
は
、
３
つ
の
工
程
が
あ
る
。

ま
ず
は
海
奉
り
。

金
山
神
社
の
神
主
が
笛
を
吹
き
、
海
神
が
そ
れ
に
合
わ
せ
舞
を
踊
る
。

魚
の
神
に
対
し
て
の
、
挨
拶
み
た
い
な
も
の
だ
。

次
に
儀
海
礼
。

海
神
は
海
に
向
か
い
、
頭
を
下
げ
、
祈
り
を
捧
げ
る
。

最
後
に
海
入
り
。

そ
の
１
０
メ
ー
ト
ル
の
崖
か
ら
飛
び
降
り
る
。

そ
の
魂
と
引
き
換
え
に
、
そ
の
年
の
大
漁
を
約
束
さ
れ
る
。
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「
…
…
…
…
」

崖
の
上
に
、
里
緒
の
姿
が
見
え
た
。

海
神
が
身
に
つ
け
る
の
は
、
白
装
束
の
み
。

前
海
神
の
百
合
子
さ
ん
曰
く

「
か
な
り
肌
寒
い
」

と
か
。

そ
し
て
、
そ
の
白
装
束
を
纏
っ
た
里
緒
は
、
崖
の
上
で
舞
を
踊
っ
て
い
た
。

…
…
透
き
通
る
よ
う
な
笛
の
音
色
。

…
…
美
し
い
海
神
の
舞
。

身
投
げ
の
儀
礼
は
、
始
ま
っ
た
。



22

「
…
…
里
緒
」

儀
海
礼
。

里
緒
は
海
に
向
か
い
頭
を
下
げ
、
祈
り
を
捧
げ
る
。

「
創
太
、
そ
ろ
そ
ろ
だ
。
浮
輪
の
準
備
」

「
…
…
分
か
っ
た
」

俺
は
親
父
に
言
わ
れ
、
船
の
後
ろ
に
あ
る
浮
輪
を
取
り
に
行
く
。

「
初
め
て
の
身
投
げ
…
…
里
緒
ち
ゃ
ん
、
大
丈
夫
な
の
か
？
」

「
…
…
さ
ぁ
な
」

親
父
は
漁
船
の
舵
を
握
る
。

俺
は
浮
輪
と
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
準
備
。

「
…
…
そ
ろ
そ
ろ
か
」
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儀
海
礼
が
終
わ
り
、
と
う
と
う
そ
の
時
が
き
た
。

先
程
ま
で
騒
が
し
か
っ
た
観
客
の
歓
声
は
消
え
、
辺
り
一
面
に
静
寂
が
は
し
る
。

「
…
…
里
緒
」

里
緒
は
、
崖
の
先
端
へ
足
を
進
め
た
。

吹
き
抜
け
る
潮
風
。

波
打
つ
海
。

海
神
は
、
こ
の
海
へ
身
を
投
げ
る
。

し
か
し
…
…

「
５
分
…
…
」
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親
父
は
腕
時
計
を
確
認
。

「
…
…
や
っ
ぱ
り
無
理
か
？
」

里
緒
は
飛
び
込
ま
な
い
。

こ
こ
か
ら
じ
ゃ
表
情
は
伺
え
な
い
。

だ
け
ど
分
か
る
。

爪
先
を
き
ゅ
っ
と
丸
め
、
瞳
を
閉
じ
、
震
え
る
手
を
必
死
に
抑
え
つ
け
て
い
る
。

…
…
怖
い

…
…
人
間
の
本
能
、
恐
怖

「
里
緒
…
…
」
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そ
し
て
１
０
分
が
経
過
。

相
変
わ
ら
ず
の
静
寂
。

里
緒
は
飛
び
込
ま
な
い
。

「
…
…
…
…
」

親
父
は
黙
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

里
緒
…
…

や
っ
ぱ
り
怖
い
の
か
。

海
神
、
魂
を
い
け
に
え
に
大
漁
を
願
う
者
。

や
っ
ぱ
り
怖
い
よ
な
…
…
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け
ど
…
…

「
お
前
は
海
神
な
ん
だ
」

こ
の
金
山
町
の
神
な
ん
だ
。

「
勇
気
を
持
っ
て
、
飛
び
込
む
ん
だ
」

そ
し
て
、
勇
気
を
持
っ
て
飛
び
込
む
事
が
出
来
た
ら
…
…

そ
し
た
ら
…
…

「
俺
が
、
お
前
を
助
け
て
や
る
」

海
の
底
か
ら
引
っ
張
り
上
げ
て
や
る
。

絶
対
に
、
助
け
出
し
て
や
る
。

俺
は
、
心
の
中
で
、
そ
う
呟
い
た
。
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そ
の
時
…
…
…
…

…
…
ッ
！
！

「
…
…
里
緒
」

海
神
は
、
そ
の
身
を
海
へ
投
げ
出
し
た
。

ザ
ッ
パ
ァ
ー
ン
！
！
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里
緒
は
海
へ
落
下
。

「
よ
し
創
太
、
行
く
ぞ
！
」

「
あ
あ
！
！
」

そ
し
て
、
救
助
の
漁
船
が
一
斉
に
発
進
し
た
。

「
…
…
ッ
」

里
緒
の
落
下
ポ
イ
ン
ト
。

俺
と
親
父
の
船
は
、
１
番
に
そ
こ
に
着
い
た
。

し
か
し
…
…

「
里
緒
…
…
」

里
緒
の
姿
が
な
い
…
…

「
マ
ズ
イ
、
沈
ん
だ
か
！
？
」
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親
父
は
焦
り
出
す
。

辺
り
に
は
次
々
に
救
助
の
漁
船
が
や
っ
て
く
る
。

「
…
…
ッ
！
！
」

ザ
ッ
パ
～
ン
！
！

…
…
俺
は
、
海
へ
飛
び
込
ん
だ
。

「
創
太
！
？
」

親
父
の
声
が
聞
こ
え
る
。

け
ど
、
返
事
を
し
て
い
る
暇
は
な
い
。

ま
だ
春
の
海
は
冷
た
い
。

け
ど
、
俺
は
潜
っ
て
い
く
。
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助
け
出
す
と
、
誓
っ
た
か
ら
。

「
…
…
っ
！
！
」

そ
し
て
潜
水
し
て
か
ら
数
秒
後
、
ぼ
や
け
る
俺
の
視
界
に
、
白
い
何
か
が
写
っ

た
。

…
…
白
装
束
。

里
緒
ッ
！
！

俺
は
手
を
伸
ば
す
。

そ
し
て
…
…
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ザ
ザ
ァ
ッ
パ
～
ン
！
！

「
ぷ
は
っ
！
！
」

「
は
っ
！
！
」

俺
と
里
緒
は
同
時
に
海
面
か
ら
顔
を
出
し
た
。

「
創
太
！
！
」

辺
り
に
は
沢
山
の
漁
船
。

も
ち
ろ
ん
親
父
の
姿
も
。

ふ
ぅ
～
。

「
大
丈
夫
か
里
緒
？
」

俺
は
青
白
く
な
っ
た
里
緒
に
質
問
。

「
は
ぁ
は
ぁ
…
…
だ
、
大
丈
夫
…
…
」

に
は
見
え
な
い
。

「
創
太
、
掴
ま
れ
！
！
」
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そ
の
時
、
親
父
が
浮
輪
を
投
げ
出
し
た
。

俺
は
片
手
で
里
緒
の
袖
を
掴
ん
だ
ま
ま
、
浮
輪
に
も
う
片
方
の
手
を
伸
ば
す
。

「
…
…
創
太
」

そ
の
時
、
ふ
と
里
緒
が
小
さ
な
声
で
話
し
掛
け
て
き
た
。

「
何
だ
？
」

俺
は
浮
輪
を
掴
み
な
が
ら
返
事
を
返
す
。

そ
し
て
…
…

「
…
…
あ
り
が
と
」

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
途
端
、
俺
の
中
の
何
か
が
弾
け
た
。

今
日
も
金
山
町
は
晴
れ
て
い
た
。
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（
後
書
き
）

い
か
か
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
に
て
秋
の
短
編
祭
り
は
終
了
で
す
。

ご
愛
顧
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
！

出
来
れ
ば
、
四
つ
の
ウ
チ
で
何
が
一
番
面
白
か
っ
た
の
か
、
感
想
等
で
送
っ
て

頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

金山町は今日も晴れ
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